
　　　　

2024 年 4 月 10 日

9 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

（別添資料１）

事業所名 こどもハウスだんぼ 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念
「介護・福祉分野のプロ集団の構築」、「利用者第一主義」、「共育の精神」、「地域福祉への貢献」の4つの理念を掲げ、常に一歩先のスキルを目指し、利用者本位の支援に心掛けなが
ら、いつも利用者から学ぶ謙虚な心を抱き、地域の福祉に貢献していきます。

支援方針

こどもハウスだんぼでは、『遊びの時間＝心と体の成長の時間』と考えています。重度の障害をもつお子様方にとって「あそび」とは、五感に刺激を受けることで脳の発達を促し、「あそ
び」を通して様々な人たちと関わる中で、社会性を広げていく心身の成長に欠かすことのできないものです。
保育士・児童指導員・看護職員・理学療法士・作業療法士など多職種で連携し、専門性を活かした様々な視点からアプローチすることで、子どもたちの気づきや発達を支援しています。ま
た、5領域（①生活・健康　②運動・感覚　③認知・行動　④言語・コミュニケーション　⑤人間関係・社会性　）を意識したプログラムに取り組んでいます。集団活動では、子どもたち
の状況や季節に合わせて活動プログラムを立案し実施しています。個別活動では、一人ひとりの成長、特性に合わせた活動プログラムを立案し実施しています。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

●絵本（読み聞かせ）と創作活動
　・季節に沿った絵本の読み聞かせや創作活動で、季節を感じ取れるような支援を行います。
●散歩や屋外活動
　・肌で季節を感じることはもちろん、外出することで体力をつけたり、太陽光を浴びることで生活リズムを整えられるよう支援を行います。

●絵本（読み聞かせ）
　・視覚や感覚から刺激を受けられるよう支援を行います。
●創作活動
　・手先を動かす折り紙や絵を中心とした創作活動を行い、様々な感触に触れることで運動や感覚に刺激を与えられるような支援を行います。
●散歩や屋外活動
　・五感に刺激を受けたり、体力をつけたり、太陽光を浴びることで生活リズムを整えられるよう支援を行います。

●絵本（読み聞かせ）と創作活動
　・季節に沿った絵本の読み聞かせや創作活動で、季節を感じ取れるような支援を行います。
　・視覚や感覚から刺激を受けられるよう支援を行います。
●創作活動
　・その季節をテーマにして、手先を動かす折り紙や絵を中心とした創作活動を行い、様々な感触に触れることで、季節を感じ、運動や感覚に刺激を与えられるような支援を行います。
●散歩や屋外活動
　・散歩や屋外での活動は、季節を感じられるとともに、五感に刺激を与えることができます。

●絵本（読み聞かせ）
　・絵本の読み聞かせにより、様々な言葉に触れることができます。
●散歩や屋外活動
　・散歩で地域の人と挨拶を交わしたり、屋外活動で、日頃とは違った環境で様々な言葉とふれあう機会を作ります。
●ふれあい遊び
　・スキンシップを通じて、子ども達が安心感をもてるように支援します。また、コミュニケーションを通じて他人への親しみがもてるように支援します。



人間関係
社会性

本
人
支
援

●絵本（読み聞かせ）
　・スタッフとのコミュニケーションを楽しみ、スタッフとの親しみや安心感がもてるように支援します。
●創作活動
　・創作を通じて、何かを作る楽しさを感じ、できたときの喜びや達成感を味わえる支援を目指します。
●散歩や屋外活動
　・地域の人や環境に触れ合い、言葉を交わすなどのコミュニケーションを図ることで、社会性を育める支援を目指します。
●ふれあい遊び
　・スキンシップを通じて、子ども達が安心感を持ち、スタッフとの良好な人間関係の構築を図ります。また、コミュニケーションを通じて他人への親しみがもてるように支援します。

主な行事等

昼食クッキング又はおやつレクリエーション（不定期）
季節に応じて、「バーベキュー大会」、「夏祭り」、「運動会」、「クリスマス会」を開催（家族参加も促進しています）

家族支援
家族とは日頃から密接に連絡をとり、利用希望日の柔軟な対応、延長支援、短
期入所事業所との連携を行っている

移行支援
移行時には情報の提供、共有を行う。移行に向けての支援目標や支援内容
を設定し、本人への発達支援を行っている

地域支援・地域連携

本人に関係する学校、病院等、福祉サービス等との連携。地域イベントの参加
等を行っている 職員の質の向上 定期的な事業所内での研修、外部研修への参加と伝達研修の実施


